
 

 

阿木地区の古墳 ～中津川市内で最も古墳が作られた地域～ 

市史上巻によると古墳の数は阿木地区が36 基、中津１6 基、坂本地区で4 基、坂下10 基、山口２基、苗木・付知・加

子母方面には現在のところは見つかっていないということです。 

古墳時代は恵那盆地を中心として古墳が多く見つかっており、中津川市域では阿木地区が最も多く築造され繁栄のほど

がうかがえます。ただし、今現在古墳等が現存するかどうかは不明です。 

特徴 

・前方後円墳がなく、ほとんどが後期の横穴式円墳。小規模で７世紀以降のものが大部分を占めている 

・この地方での横穴式石室の採用は6 世紀に入ってからで、前期古墳よりも後期古墳のほうが規模は大きい 

・恵那地方の前期古墳の多くは「直葬形式」で阿木には15 基ほど 

・狐塚1 号墳は直葬形式の古墳で、石槨※はない 

・宮根の根6 号墳は6 世紀中葉のもので石槨がある 

・宮ノ根1～8 号、狐塚1 号、4 号,5 号、八屋砥は、円墳 

※石槨：石でつくった、棺を入れる外箱 

 ○9 狐塚古墳（3 号墳）石室中津川市史上巻より 
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⑨狐塚古墳(3号墳)石室 中津川市史上巻より 

⑧宮ノ根古墳(1,6号全景) S５３宮ノ根古墳群発掘
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遺跡マップ

① 阿曽田遺跡

② 富田遺跡

③ 大日向遺跡

④ 若王子古墳

⑤ 久須田狐塚古墳

⑥ 八屋砥古墳群

⑦ 天神山古墳群

⑧ 宮ﾉ根古墳群

⑨ 狐塚古墳群

⑩ 久須田遺跡

⑪ 猿子塚

⑫ 西山古墳群

⑬ 北山1号墳

⑭ 北山2号墳

⑮ 愛宕下古墳

⑯ 飯野古墳

⑰ 平岩古墳

⑱ 木の下古墳

⑲ 久須田古墳

⑳ 土井神古墳
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